
（別紙３）

～ 令和7年12月31日

（対象者数） 30名 （回答者数） 28名

～ 令和7年12月31日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動が固定化しないようにさらに新しいものを取り入れて
いく。
・子どもたちの意見も取り入れ、活動の幅を広げていく。
・体を動かす活動を多く取り入れる為に公園などに出かける
機会を増やしていく。

2

・学校の送迎時に先生とのコミュニケーションを図り、情
報や支援方法を共有できるようにしていく。
・保護者、学校、相談支援員、放デイが連携を取り、同じ
方向性で支援を行っていく。

3

・子どもの意見や保護者のニーズを汲み取り、活動のバリ
エーションをさらに広げていく。
・児童の発達段階に合わせ、スモールステップで取り組める
ように活動内容を設定し、更なる意欲のアップへと繋げてい
く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域の情報を積極的に収集していくとともに、自事業所
の情報も発信していく。
・⾧期休暇等を利用して地域の活動に参加する等、地域の方
とかかわる機会を増やしていく。

2

・通信やSNSをさらに効果的に活用し、写真、動画などを交
えて分かりやすく伝えていく。
・保護者のお迎えや自宅への送りの時に防災訓練の活動内容
や児童の様子を詳細に伝えていく。
・必要に応じて、保護者参加の引渡訓練も検討していく。

3

・職員間で話合う機会をさらに増やし、支援の統一、全職
員のスキルアップを図っていく。
・外部研修の情報も収集し、必要に応じて参加していく。

放課後等デイサービスひまわり掛川駅東校

職員の研修機会が少なく、十分とは言えない。

○保護者評価実施期間

・月に1回以上、地震や火事、水害などの訓練を実施してお
り、通信等で発信しているが、不十分であった。
・マニュアル、安全計画等を作成し、保護者会でお伝えしてい
るが、伝えきれていない部分が多い。

○従業者評価有効回答数

・活動室が広く、活動に十分なスペースが確保出来ている。
・活動、学習、クールダウン等、部屋を分けている。
・外出、製作、レクリエーション等、幅広い活動を取り入れ、
意欲的に取り組めるように工夫している。

○事業所名

令和7年12月31日

・自立に必要な力が身に付くように、運動、製作、ゲーム、調
理等、様々な集団の活動を取り入れ、支援を工夫している。
・特に学休日の支援ではルールやマナーを意識出来るような機
会を多く設定している。

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・月に1回以上は研修の機会を設けているが、十分とは言えな
いと考えている。インプットだけでなくアウトプットする研修
や、実践的な研修がさらに必要と考える。

令和7年12月1日

災害時や防災についての情報発信が十分ではなく、伝えきれて
いない。

○保護者評価有効回答数

安心、安全な環境でさまざまな支援内容を組み合わせて提供し
ている。

○従業者評価実施期間

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・年2回の保護者会で活動内容を伝えている。
・LINEや電話で相談しやすい状況を提供し、家庭や学校の様
子を伝えて頂き、情報を共有、支援に活かすようにしている。
・相談支援員とも情報を共有し、必要に応じて支援会議を開催
している。

集団活動を通して、社会性やコミュニケーション力を高められ
る機会を増やしている。

令和8年1月31日

地域との交流や児童クラブなどとの交流の機会がなく、つなが
りが薄くなっている。

・地域や児童クラブとの交流は放課後という時間の制約が
ある中で設定が困難であり、実現に至っていない。

保護者や学校、相談支援等の関係機関と連携し、情報の共有を
図っている。

事業所として考えている課題の要因等


